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鹿
児
島
県
十
島
村

週
二
航
海
の
村
営
船
が
つ
な
ぐ
島
々

　

十
島
村
有
人
七
島
の
総
人
口
は
、
平
成
二
二
年
国
勢
調
査
時
に
お

い
て
六
五
七
人
。
も
っ
と
も
少
な
い
諏す

訪わ

之の

瀬せ

島じ
ま

で
五
二
人
、
も
っ

と
も
多
い
中な
か

之の

島し
ま

で
一
四
三
人
で
あ
り
、
本
土
か
ら
隔
絶
し
、
外
海

に
孤
立
し
が
ち
な
地
域
社
会
を
維
持
し
て
い
く
最
小
規
模
の
水
準
と

い
え
ま
す
。

　

交
通
手
段
は
、
平
成
一
二
年
就
航
の
村
営
船
フ
ェ
リ
ー
と
し
ま

（
一
三
九
一
ト
ン
、
定
員
二
〇
〇
名
）
に
よ
る
週
二
航
海
の
海
上
交
通
の
み

で
す
。
鹿
児
島
市
と
十
島
村
、
奄
美
市
を
つ
な
ぐ
全
長
四
三
五
キ
ロ

「
住
ん
で
み
た
い
、
帰
っ
て
み
た
い
、

行
っ
て
み
た
い
島
々
」
を
目
指
し
て

メ
ー
ト
ル
の
長
大
航
路
で
あ
り
、
起
点
港
（
鹿
児
島
港
）
か
ら
終
点
港

（
名な

瀬ぜ

港
）
ま
で
の
所
要
時
間
は
約
一
五
時
間
半
に
お
よ
び
ま
す
。
定

期
船
の
運
航
は
単
な
る
交
通
手
段
に
と
ど
ま
ら
ず
、
住
民
が
生
活
す

る
上
で
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
、
郵
便
物
や
生
活
必
需
品
、
産
業
物

資
な
ど
の
運
送
も
兼
ね
て
い
ま
す
。
現
在
、
フ
ェ
リ
ー
と
し
ま
代
替

船
の
建
造
に
向
け
て
、
平
成
二
七
年
二
月
に
航
路
改
善
計
画
を
策
定
、

十
島
村
航
路
検
討
委
員
会
で
代
替
船
の
使
用
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
新
船
就
航
は
、
同
三
〇
年
の
予
定
で
す
。

　

基
盤
産
業
は
、
建
設
業
と
、
畜
産
を
中
心
と
す
る
農
業
や
漁
業
で

す
。
農
林
水
産
業
生
産
額
は
年
間
約
二
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
公

鹿
児
島
県
十
島
村
総
務
課
政
策
推
進
室
主
査　

藏
町 

拓
郎

　

屋
久
島
と
奄
美
大
島
の
中
間
、
ト
カ
ラ
列
島
の
島
々
か
ら
な
る
十と

島し
ま

村む
ら

は
、「
日
本
一
長
い
村
」
と
し
て

知
ら
れ
る
。
外
海
に
点
在
す
る
こ
と
か
ら
交
通
輸
送
な
ど
も
限
ら
れ
る
中
、
有
人
七
島
そ
れ
ぞ
れ
に
固
有

の
文
化
を
育
ん
で
き
た
。
そ
う
し
た
島
々
か
ら
な
る
村
な
ら
で
は
の
「
誇
れ
る
も
の
」「
改
善
す
べ
き
も
の
」

を
各
島
の
住
民
た
ち
が
出
し
合
い
、
基
幹
産
業
の
畜
産
業
を
中
心
に
こ
れ
か
ら
の
地
方
創
生
戦
略
を
探
る
。

十島村
トカラ列島

口之島
平島
臥蛇島

鹿児島

悪石島
小宝島

宝島

奄美大島

中之島
諏訪之瀬島

50km
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　鹿児島県十島村は、役場が置かれる鹿児島市の
はるか南、屋久島と奄美大島との間に点在する7
つの有人島と5つの無人島（トカラ列島）で構成され、
南北約160キロメートルという「南北に長い村」
です。戦後、アメリカ合衆国の施政下に入り、昭
和27年に日本へ復帰。十島村として村政が敷か
れました。奄美群島が日本に返還される前後は、
奄美と鹿児島を往来する人と物の経由地として賑
わいました。
　火山、温泉、珊瑚礁など、それぞれに特色を持
つ無垢の自然があり、大和・琉球の両方の影響を
受けた特有の文化を有し、人情豊かな人の輪が
脈々と息づいています。

共
工
事
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、「
し
ご
と
」
の
活
性
化
と

と
も
に
「
新
た
な
人
の
流
れ
」
を
つ
く
り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
基

盤
を
形
成
す
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
し
ご
と
」
と
「
ひ
と
」
の
好
循
環
で
人
口
の
回
復
を
目
指
す

　

近
年
の
人
口
の
推
移
を
み
る
と
、
移
住
対
策
な
ど
が
奏
功
し
、

二
〇
一
一
年
か
ら
は
増
加
の
兆
し
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
国
立
社

会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
に
よ
る
と
、
今
か
ら
二
五
年
後
の

★

外海に点在するトカラ列島

島の特徴と個性

図1  十島村の人口将来展望
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村
総
合
戦
略
検
討
委

員
会
」
を
設
け
、
総

合
戦
略
に
定
め
る
施

策
の
助
言
、
必
要
な

意
見
の
集
約
と
提
案

を
行
っ
て
い
く
体
制

と
し
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
に
は
、

有
識
者
を
は
じ
め
、

島
の
女
性
、
若
者
、

高
齢
者
な
ど
あ
ら
ゆ

る
方
々
の
協
力
・
参

画
を
促
し
ま
し
た
。

村
議
員
、自
治
会
長
、

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
を
は

じ
め
今
後
の
役
場
を

担
う
職
員
と
し
て
、

課
長
職
以
外
の
若
手

職
員
六
名
を
委
員
と

し
、
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
島
の
将
来
像
に
つ
い
て
の
意
見
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

加
え
て
、
住
民
・
出
身
者
・
村
の
友
好
島
民
（
※
註
）・
離
島
に
関

心
の
あ
る
方
な
ど
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
そ
こ
か
ら
み
え

二
〇
四
〇
年
に
は
四
六
六
人
ま
で
減
少
す
る
と
の
推
計
結
果
も
公
表

さ
れ
て
お
り
、
楽
観
は
で
き
な
い
状
態
で
す
。

　

十
島
村
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
時
系
列
に
よ
る
人
口
動
向
分
析
、

年
齢
階
級
層
別
人
口
の
異
動
分
析
、
雇
用
や
就
労
に
関
す
る
分
析
、

村
民
の
人
口
減
少
に
関
す
る
意
識
の
把
握
な
ど
の
人
口
の
現
状
分
析

や
将
来
人
口
の
推
計
を
実
施
し
、
人
口
減
少
に
対
す
る
村
民
の
認
識

を
共
有
し
な
が
ら
、
村
が
存
続
し
、
発
展
し
て
い
く
た
め
の
人
口
の

将
来
展
望
を
設
定
し
ま
し
た
。
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
七
〇
〇
人
、
さ

ら
に
二
〇
六
〇
年
ま
で
に
七
五
〇
人
規
模
ま
で
回
復
す
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。

　

十
島
村
総
合
戦
略
で
は
、
本
村
の
現
状
と
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
、
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
に
お
け
る
将
来
展
望
、
十
島
村
総
合
振
興
計
画
お
よ
び
国

の
総
合
戦
略
と
の
関
係
性
を
踏
ま
え
、「
人
口
七
五
〇
人
の
ト
カ
ラ

列
島
の
形
成
」
に
向
け
て
、「
し
ご
と
」
と
「
ひ
と
」
の
好
循
環
づ

く
り
と
、
好
循
環
を
支
え
る
島
の
活
性
化
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

住
民
や
出
身
者
、
友
好
島
民
な
ど
の
意
見
も
視
野
に

　

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
村
長
、
教

育
長
、
各
課
長
な
ど
の
合
計
八
名
で
構
成
さ
れ
る
「
十
島
村
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
」
を
設
置
し
、
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
あ

わ
せ
て
村
民
、
議
会
、
産
業
界
、
行
政
機
関
、
教
育
機
関
、
金
融
機
関
、

労
働
団
体
、
メ
デ
ィ
ア
関
係
な
ど
合
計
三
三
名
で
構
成
す
る
「
十
島

十島村まち・ひと・しごと創生本部

十島村総合戦略検討委員会

〇構成
　産・官・学・金・労・言などの
　代表者及び住民代表（議員含む）
　　※役場職員は課長職以外の若手職員

〇役割
　「総合戦略」に定める施策の助言

意見

意見

アンケート

提案

村　　民
出 身 者
友好島民
村 外 者

〇構成
　本部長　村長
　副部長　教育長
　本部員　総務課長、地域振興課長
　　　　　土木交通課長、住民課長
　　　　　教育総務課長、会計管理者
〇役割
　「人口ビジョン」の策定
　「総合戦略」の策定
　「総合戦略」の推進
　「総合戦略」の推進管理
　　総合振興計画及び過疎計画など
　　他の計画との整合性の確認

図2  戦略策定体制図



57 しま�245  2016.3

特集　  　離島創生の動向・Ⅱ特集  離島創生の動向・Ⅱ

て
く
る
十
島
村
の
魅
力
や
改
善
す
べ
き
点
な
ど
を
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
や
総
合
戦
略
に
反
映
し
ま
し
た
。

※
註　

�
十
島
村
友
好
島
民
の
会
：
村
外
住
民
と
の
情
報
交
換
な
ど
を
積

極
的
に
図
り
、
交
流
促
進
に
よ
る
「
ト
カ
ラ
フ
ァ
ン
」
を
増
や

す
こ
と
に
よ
り
十
島
村
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
設
立
。
年
会
費
三
〇
〇
〇
円
の
「
な
な
し
ま
会
員
」、
一
万

円
の
「
ト
カ
ラ
会
員
」
が
あ
り
、
村
広
報
誌
・
カ
レ
ン
ダ
ー
・

ト
カ
ラ
の
特
産
物
な
ど
の
会
員
特
典
が
受
け
ら
れ
る
。
十
島
村

に
住
ん
で
い
な
い
方
で
、
会
の
目
的
に
共
感
す
る
人
で
あ
れ
ば

誰
で
も
加
入
で
き
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
抽
出
し
た
村
の
魅
力
や
課
題

１
．
魅
力
・
誇
れ
る
も
の

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
村
民
は
「
十
島
村
の
魅
力
・

誇
れ
る
も
の
」
と
し
て
、「
自
然
」「
産
物
」「
ひ
と
」「
く
ら

し
」「
教
育
」「
行
事
・
文
化
」「
歴
史
」
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

「
自
然
」
に
つ
い
て
は
、
手
つ
か
ず
の
豊
か
な
自
然
が
多

く
残
り
、
固
有
の
生
物
や
熱
帯
性
の
植
物
な
ど
に
希
少
価

値
を
感
じ
て
い
る
こ
と
が
把
握
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
自

然
が
織
り
な
す
景
観
、火
山
、温
泉
な
ど
を
総
合
し
て
、「
秘

境
」
と
い
う
印
象
を
持
つ
方
も
い
る
よ
う
で
す
。
さ
ら
に
、

自
然
に
育
ま
れ
た
多
様
な
産
物
に
豊
か
さ
を
感
じ
て
い
る

と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

「
く
ら
し
」「
ひ
と
」
に
関
し
て
は
、
安
心
し
て
の
ん
び

り
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
、
家
族
的
な
ふ
れ
あ
い
や
人
情
味

図3  十島村の魅力・誇れるもの

カゴ タモトユリ
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溢
れ
る
結
び
つ
き
、
助
け
合
い
が
あ
り
、
共
存
共
栄
の
精

神
が
育
ま
れ
て
い
る
と
の
回
答
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

「
教
育
」
に
つ
い
て
は
、
の
び
の
び
と
学
べ
、
個
々
の
レ

ベ
ル
に
合
わ
せ
た
学
習
支
援
と
子
育
て
環
境
に
魅
力
を
感

じ
て
い
る
よ
う
で
す
。

「
行
事
・
文
化
」
で
は
、
伝
統
的
な
地
域
行
事
・
風
習
が

残
り
、
そ
れ
を
継
承
す
る
中
で
人
の
結
び
つ
き
も
強
く
な

っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
文
化
財

な
ど
が
残
る
島
の
歴
史
の
深
さ
を
実
感
す
る
よ
う
で
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
「
十
島
村
の
魅
力
・
誇
れ
る
も
の
」
を

生
か
す
取
り
組
み
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

２
．
改
善
す
べ
き
も
の

　

村
民
に
村
の
改
善
す
べ
き
こ
と
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
自

然
環
境
保
全
」「
暮
ら
し
・
ア
ク
セ
ス
」「
移
住
対
策
」「
ひ

と
」「
社
会
イ
ン
フ
ラ
」「
産
業
・
観
光
」「
教
育
」「
行
政
」

の
各
分
野
で
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

「
自
然
環
境
保
全
」
に
つ
い
て
は
、
島
の
魅
力
で
あ
る
自

然
が
、
不
法
投
棄
や
ゴ
ミ
処
理
対
策
の
遅
れ
か
ら
悪
化
す

る
こ
と
に
対
す
る
危
惧
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

「
ひ
と
」
で
は
、
人
と
人
と
の
結
び
つ
き
の
強
さ
が
、
逆

に
マ
イ
ナ
ス
に
感
じ
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
産
業
・
観
光
」
を
み
る
と
、
働
く
場
や
収
入
源
と
な
る

図4  十島村の改善すべきもの
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産
業
の
少
な
さ
は
、
未
利
用
資
源
の
活
用
や
、
先
人
の
知
恵
を
新
た

な
発
想
で
も
の
づ
く
り
に
生
か
す
こ
と
で
改
善
を
図
る
必
要
性
が
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

「
移
住
対
策
」
で
は
、
移
住
者
受
け
入
れ
方
法
や
住
宅
の
老
朽
化
対

策
、
村
民
と
移
住
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
改
善
点
を
感

じ
て
い
る
よ
う
で
す
。

「
教
育
」
で
は
、
教
育
環
境
や
未
就
学
児
を
対
象
と
し
た
施
設
の
整

備
、
地
域
を
学
ぶ
教
材
の
整
備
な
ど
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
社
会
イ
ン
フ
ラ
」
に
つ
い
て
は
、
災
害
へ
の
備
え
、
水
道
設
備
の

改
善
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
の
充
実
、
公
共
施
設
の
整
備
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

「
行
政
」
で
は
、
支
援
制
度
の
あ
り
方
や
、
役
場
が
島
に
な
い
こ
と

に
起
因
す
る
課
題
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
施
策
展
開
で
、
こ
れ
ら
「
改
善
す
べ
き
も
の
」
を
、
前
項

の
「
魅
力
・
誇
れ
る
も
の
」
に
変
え
て
い
く
こ
と
が
、
本
村
の
地
方

創
生
の
カ
ギ
と
な
り
ま
す
。

住
民
な
ど
か
ら
の
ア
イ
デ
ア
を
総
合
戦
略
に
反
映

　

総
合
戦
略
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
住
民
や
総
合
戦
略
検
討
委
員
、

職
員
な
ど
か
ら
「
ア
イ
デ
ア
提
案
書
」
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
約
五
〇
件
の
ア
イ
デ
ア
（
図
5
参
照
）
が
出
さ
れ
、
こ
れ
を
創

生
本
部
や
検
討
委
員
会
に
て
検
討
、
総
合
戦
略
に
反
映
さ
せ
て
い
き

ま
し
た
。

　

総
合
戦
略
は
、
①
「
自
然
と
共
生
す
る
基
盤
産
業
を
強
化
し
、
安

定
し
た
雇
用
を
創
出
す
る
」、
②
「
島
へ
の
新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を

つ
く
る
」、
③
「
若
い
世
代
の
移
住
・
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希

望
を
か
な
え
る
」、
④
「
み
ん
な
が
村
づ
く
り
の
主
役
と
な
り
、
安

心
な
く
ら
し
を
守
る
と
と
も
に
、
島
々
と
地
域
を
連
携
す
る
」
と
い

う
四
つ
の
基
本
目
標
に
基
づ
き
、
各
施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

近
年
、
農
林
水
産
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
国
際
競
争
に
さ
ら
さ
れ
、

厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
①
に
お
い
て
は
、
就
農
者
へ

の
支
援
・
育
成
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
受
け
入
れ
に
よ
る
人
材
の

確
保
に
取
り
組
み
、
農
林
水
産
業
の
生
産
額
お
よ
び
新
規
雇
用
者
数

の
増
加
を
目
標
と
し
た
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

②
で
は
、
観
光
交
流
の
推
進
と
し
て
、
ト
カ
ラ
交
流
・
滞
在
プ
ラ

ン
「
ト
カ
ラ
ま
る
ご
と
自
然
博
物
館
（
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）」
の
開
発
、

友
好
島
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
な
ど
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
各
島

で
の
学
び
の
体
験
を
チ
ャ
レ
ン
ジ
ア
イ
ラ
ン
ド
事
業
と
し
て
位
置
づ

け
、
山
海
留
学
制
度
の
拡
充
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
フ

ェ
リ
ー
と
し
ま
の
利
便
性
の
向
上
に
よ
る
交
流
人
口
拡
大
も
こ
の
分

野
で
す
。

　

③
と
し
て
は
、
島
々
に
嫁
ぐ
女
性
に
対
し
て
最
大
限
の
サ
ポ
ー
ト

態
勢
で
臨
み
、
出
産
に
関
し
て
は
産
前
産
後
の
各
種
支
援
、
子
ど
も

の
発
育
に
応
じ
た
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
若
い
世

代
の
移
住
者
数
お
よ
び
出
生
者
数
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

　

④
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
地
域
見
守
り
支
援
事
業
と
い
っ
た
住
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項　　目 概　　　要

組織的な雇用の促進 複数業務を担う運営組織を設立し、保険や年金のついた安定した仕事を創出（農業、漁業、
船舶荷役、育成事業をミックス）。

農業生産法人（企業）の設立
トカラの主要産業である農業（特に畜産業）を個人経営でなく、法人（企業）として実施して
いく。畜産業だけでなく、その他の農業（果樹、養蜂など）を多角的に組み合わせることでリ
スクを回避できるし、トカラの本来の生き方を追及できると思う。

十島村生活基盤産業・農業の再生
復活
島のブランドづくり

島の生活基盤産業である農業を生産・加工・販売に至る一貫した6次産業的取り組みで再
生復活を図る。

（１）荒廃農地の再生復活支援
（２）営農モデル農場づくり
（３）施設型で付加価値型営農の展開
（４）伝統産物の生産・加工協定と差別商品化で地域ブランドづくりを戦略的に展開する
（５）トカラの豊かな郷土料理をレトルト食品にして多様な販売ネットで売り込みを図る
（６） 島ぐるみ6次産業化でトカラ七色のブランド商品づくりを展開し、ふるさと納税等多様

な戦略を企業との連携型で販売のネットワーク拡大を図る

集団的漁業、水産業の確立（共同事
業化）

現在漁業に従事している者は単独で行っているので、漁獲高も少ない上、加工販売まで出来
ていないのが現状である。よって集団（3 ～ 4人）で漁業に従事、漁獲高向上と加工販売もで
きる仕組みの確立による収入安定が考えられる。

十島村漁業推進事業（養殖）

海に恵まれた良環境にありながら、漁業で生活を立てている人（漁業従事者）が少なすぎる
ことに違和感があり、問題でもある。年間通して漁に出られない日が多いことと、定期船頼り
の出荷で鮮度の問題等を考えると養殖しかない。十島の資源である地熱を最大限に生かし、
電気エネルギー節約を計りながら、十島の海水を利用し、循環させた陸上での養殖により赤
潮被害のリスクも回避できる。

と殺食肉加工施設誘致 十島村で鶏、牛、豚、ヤギをと殺し食肉として加工。また、牛やヤギの皮なども業者に卸し革
製品とさせる。と殺を本土で頼むと、運賃、処理費などが莫大な金額となる。

宝石サンゴ調査・採集

十島村海域内での宝石サンゴ調査・採集の事業委託。
宝石サンゴの生息地域や量の把握。採取したものは競りにかけ、トカラ水産振興協議会が潤
う仕組みづくり。最終的にはその資金で、漁協事務員の増加や出荷物、漁業関連資材の運賃、
燃料費、施設（備品）整備補助等を行う。

トカラの竹林資源を宝にするプロ
ジェクト

（１）トカラの竹林資源を宝にするプロジェクトチーム、大学・企業支援プロチーム
（２）竹の子管理農園と連動した各島チーム取り組みの仕組み、パイロット実証の展開

（３）手軽に島の条件に適合した裁断機導入で用途別パウダー製品づくり
（４）大学・企業と連携した食品利用や牛飼料化の実証取り組み
（５） 現地での実証化実証→①土壌改良＆堆肥効果、②牛の飼料化、③表面施肥地熱効果等

ヤギ牧場導入 トカラブランド（トカラヤギという品種）のヤギ牧場を作り、安心安全なヤギ肉を開発。イス
ラム教の観光客へも提供。

ヤギ飼育、販売事業 十島村で有害鳥獣に指定されているヤギを捕獲しながら囲いの中で飼育、繁殖させ、ペット
用として販売していく（農家等の除草作業隊としてなど）。

口之島や中之島の湧水販売 口之島や中之島の湧水を販売する。
健康食品メーカー等と提携（原料のみ提供するか、島内で製造するか）。

産品販売促進支援事業 製品開発の領域を火山灰や溶岩などの地域資源を用いて作った産品まで拡げる。

魅力的でユニークな特産品開発・
販路拡大

島ならではの食材を生かした特産品開発とそれぞれの販路拡大を目的とした事業。

おしゃれ島カフェトカラ＆アンテナ
ショップ

・島で作られた食材を使用してメニュー提供　※島で作られた野菜はにんじん、ピーマン、
じゃがいも等何でもOK! 

・島で製作されているものの展示販売
・島内情報（ボランティア、体験入村等）の発信源
・島内で作られた食品の買い取り　背景：NPOトカラインターフェイスと似ているが、より

これからの十島を背負う若者層をターゲットとしたおしゃれな施設～ café ～があれば良
い！

十島パーマカルチャーファームの整
備

・島での昔ながらの生活を再現し、体験観光の拠点とする
・十島村の大自然を生かした海、山を兼ね備えた十島村型パーマカルチャー農園の整備

プロの指南による人材育成と雇用
の創出

有名でなくてもその道のプロに指南していただく（島内外から）。
子育て、リフォーム、料理、人口増加に成功した役場の方など。

としま「若者」「よそ者」「バカ者」
コミュニケーションによる島おこし

トカラの資源を活用するには、その価値観が理解でき、それを企画・開発し、加工し、販売に
つなげるためには、「若者」「よそ者」「バカ者（トコトン1つの事に取り組む人）」の力が必要
である。

図5  村民の提案をもとにした政策の整理
村民の提案を参考に整理（分類）

網掛け部分は、すでに第5次十島村総合振興計画（平成26
～35年度）に記載、または一部事業実施されている事業。
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民
生
活
の
安
心
の
向
上
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
な
ど
で
す
。

　

今
回
の
戦
略
策
定
に
お
い
て
、
今
後
の
十
島
村
の
人
口
問
題
を
克

服
す
る
た
め
に
何
が
必
要
な
の
か
、
ま
た
、
必
要
な
事
業
や
そ
の
目

標
値
を
検
討
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
話
し
合
い
、
設
定
で
き
た
こ
と

が
大
き
な
一
歩
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
総
合
戦
略
を
基
礎
と
し
て
、
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
畜
産
業

の
土
台
を
築
き
、
安
定
し
た
雇
用
の
場
を
構
築
す
る
こ
と
が
十
島
村

の
活
性
化
へ
つ
な
が
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

畜
産
業
の
強
化
に
向
け
て
先
行
型
交
付
金
を
活
用

　

近
年
、
十
島
村
の
人
口
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
一
五
年
前

と
比
べ
る
と
減
少
し
て
い
ま
す
。
そ
の
要
因
は
、
働
く
場
が
限
ら
れ

て
き
た
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
公
共
事
業
が
減
少
し
た
た

め
、
い
ま
で
は
公
共
事
業
で
生
計
を
立
て
る
住
民
は
あ
ま
り
い
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
、
お
も
な
産
業
と
し
て
畜
産
業
が
営

ま
れ
、
村
の
基
幹
産
業
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
、
現
在
、
約
七
〇

戸
の
畜
産
農
家
が
六
二
七
頭
の
生
産
母
牛
を
飼
育
し
て
い
ま
す
。
年

間
に
四
二
九
頭
の
仔
牛
が
出
荷
さ
れ
、
平
成
二
七
年
の
売
り
上
げ
総

額
は
二
億
四
七
二
一
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
高
齢
者
や
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
な
ど
、
飼
育
一
〇
頭
未
満
の

小
規
模
農
家
が
四
七
軒
と
全
体
の
約
七
割
を
占
め
て
お
り
、
小
規
模

農
家
の
年
間
平
均
売
り
上
げ
は
二
九
七
・
六
万
円
（
経
費
を
除
く
と
約

一
三
三
・
九
万
円
）
で
、
安
定
し
た
生
計
を
営
め
て
い
な
い
現
状
で
す
。

村では現在、約70戸の畜産農家が600頭強の生産母牛を飼育している。
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首長のことば

十島村長　肥後正司

　十島村の人口は、ピーク時の約3,000人（昭和25年）から減少し続け、平成22年には
5分の1の約600人となりました。また、昭和45年には臥

が

蛇
じゃ

島
じま

が無人島となる悲しい
経験をしています。
　そこで村では、平成22年度から本格的な定住支援体制を開始し、生活資金・就業・
住宅・産業・修学・子育て・通信・婚活に関する支援を行ってまいりました。就業者
育成奨励金では、移住者が農林水産業に従事した場合、1日あたり5,000 ～ 7,000円
の奨励金を最大5年間交付しています。また、同3年から実施している小中学校への山
海留学制度では、これまでに257人の受け入れ実績を誇っています。
　このような対策を行った結果、平成27年の国勢調査（速報値）では、同22年（確定値）

と比べ101人増加の758名となりました。今後は、他の自治体も地方創生事業で人口
対策を行うこととなり、人材確保に向けた地域間競争も激しさを増すことが予想され
るため、さらに定住対策を強化する必要があると考えています。

定住対策の強化で人口の維持を

図６  十島村の人口推移

★1952年2月4日　日本へ復帰し、同月10日に十島村として村制が敷かれる

★1953年12月25日　奄美群島の日本へ復帰

★
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
施
政
下

★人口減少から増加に転じる

★�2009年7月22日　皆既日食の�
観測地となり、ツアー客等が多く来島

★1970年7月28日　臥蛇島住民全員が移住し、同島は無人島になる
★1973年4月1日に大島郡から鹿児島郡に変更される

出典：1950 ～ 2010年は国勢調査、2011 ～ 2015年は住民基本台帳（各年５月１日現在）。
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藏町 拓郎　（くらまち たくろう）

昭和57年姶良市生まれ。大学卒業
後、総合建設コンサルタントで道
路設計などを担当。平成25年十島
村役場入庁。総務課政策推進室企
画消防係の消防担当を経て、同27
年から同企画担当および村監査委
員書記を兼務。

ま
た
、
畜
産
農
家
の
高
齢
化
も
進
ん
で
お
り
、
後
継
者
や
新
規
就
農

者
の
育
成
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
を
克
服
す
る
た
め
に
は
雇
用
環
境
の
創
出
が
必
要
で
あ

り
、
ま
た
、
経
営
基
盤
が
脆
弱
な
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
が
定
着
す
る
か
は

不
透
明
な
た
め
、
強
固
な
生
活
基
盤
の
構
築
に
向
け
た
イ
ン
フ
ラ
的

な
支
援
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
今
回
、
地
域
活
性
化
・
地
域
住
民
生

活
等
緊
急
支
援
交
付
金
（
地
方
創
生
先
行
型
上
乗
せ
交
付
タ
イ
プ
Ⅰ
）
に

お
い
て
、
黒
毛
和
種
優
良
肉
用
繁
殖
雌
牛
導
入
事
業
を
申
請
、
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
同
交
付
金
を
活
用
し
て
畜
産
業
の
強
化
を
図

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
個
々
の
農
家
の
飼
養
規
模
の
拡
大
を
図
り
、
安
定

し
た
経
営
環
境
を
構
築
、
後
継
者
や
新
規
就
農
者
の
受
け
入
れ
先
と

な
る
よ
う
、
村
が
優
良
繁
殖
雌
牛
を
導
入
し
、
生
産
農
家
へ
預
託
す

る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
農
家
の
生
産
体
制
強
化
に

か
か
る
経
費
負
担
（
生
産
母
牛
の
増
頭
）
が
軽
減
さ
れ
る
と
と
も
に
、

預
託
牛
か
ら
の
仔
牛
生
産
に
よ
り
農
家
の
経
営
も
安
定
し
、
飼
養
規

模
の
拡
大
に
よ
る
労
働
力
の
確
保
の
観
点
か
ら
雇
用
の
創
出
に
つ
な

が
り
、
都
市
部
か
ら
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
定
着
・
人
口
増
に
よ
る
地

域
力
の
回
復
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

村
民
が
主
役
と
な
っ
た
戦
略
推
進
を

　

総
合
戦
略
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
十
島
村
総
合
戦
略
検
討
委
員

各
位
を
は
じ
め
戦
略
の
策
定
に
関
わ
っ
た
メ
ン
バ
ー
を
中
心
と
し

な
が
ら
、
村
民
が
主
役
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
具
体
的

な
施
策
に
つ
い
て
は
、
産
官
学
金
労
言
な
ど
の
多
様
な
方
々
と
の
連

携
の
も
と
で
実
践
し
、
点
検
・
評
価
の
結
果
を
受
け
て
、
見
直
し
・

改
善
す
る
と
い
う
「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
」
を
実
施
し
な
が
ら
進
め

ま
す
。
事
業
実
施
後
も
そ
の
効
果
を
測
定
・
検
証
し
、
基
本
目
標
に

つ
い
て
も
見
直
し
を
図
っ
て
い
く
予
定
で
す
。
ま
た
、
社
会
経
済
環

境
や
財
政
状
況
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、
総
合
戦
略
そ
の
も
の
の

見
直
し
も
適
宜
行
い
な
が
ら
、
島
々
の
創
生
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。�

■




